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■202３年５月例会プログラム

日 時 ５月２４日(水)１８：３０～２１：００

会 場 静岡YMCAセンター

受 付 綾野憲夫 勝又隆吉

司 会 高橋敏雄

例会

・開会点鐘 会長 菅谷 正

・聖句朗読・開会の祈り 大瀧 峰子

・ワイズソング 全 員

・ワイズの信条 藤間 孝夫

・会長挨拶 会長 菅谷 正

・書記報告 書記 勝又 隆吉

会 食

・食前の祈り 宝田 昌孝

・委員会報告 各委員会

・誕生日・結婚記念日祝い 司会者

・スマイル 親睦委員会

・出席・スマイル・Y基金報告 担当委員会

・閉会の言葉 大瀧 実

・閉会点鐘 会長 菅谷 正

月例会 毎月第４水曜日 １８：３０～２１：００ 菅谷会長携帯 ０９０－3389－897４

Service Cluｂ of YMCA ２０２３年５月 ＮＯ4６３号

国際会長主題 ＳａｍｕｌＣｈａｃｋｏ

フェローシップとインパクトで
次の１００年へ

東日本区主題 佐藤 重良
未来に向けて今すぐ行動しよう

富士山部部長主題 前原 末子
広めよう地域社会にワイズの理念と奉
仕を

アジア地域会長主題Chen Minghen
新しい時代とともにエレガント
に変化を

在籍者１2名 (セニア会員３名含む) スマイル・YMCA基金 クラブ概要

出席者 １０名 ゲスト ０名 スマイル 10,000 円 会長菅谷 正 副会長 綾野憲夫

メーキャップ ０名 ビジター １名 マイル累計 46,000 円
書記勝又 隆吉 会計小野田政弘
幹事宝田昌孝

出席率 ９０％ メネット ０名 YMCA基金  4,131 円
YMCA熱海センター
０５５７－８２－８５２１

出席者合計１１名 YMCA基金累計 28,747 円 静岡県熱海市上宿町１８－９

Atami Glory

熱海グローリーワイズメンズクラブ会長主題 菅谷 正 和気藹々楽しいワイズ・同気相求む

心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽
くして、あなたの神である主を愛しな
さい。これが最も重要な第一の掟であ
る。
マタイによる福音書 第２２章３７節

今月の聖句

■ 書記 勝又 隆吉

４月例会報告

4月の例会は１００％の出席率
でビジターとして沼津クラブ
の小林様を迎え東日本区の他
のクラブのワイズ活動の状況
をお聞きしました。
改革委員会での議案の内容を
綾野委員長から再度詳しく説
明があり理解をいただき例会
が終了されました。
メンバーの藤曲氏から県会議
員の当選の報告をいただきま
した。
改革委員会も徐々に方針が打
ち出され一歩前進というとこ
ろです。さらにメンバーが一
致団結して楽しいワイズ活動
ができるように頑張りたいと
思います。
次期会長が小野田さんに決定藤曲敬宏氏

沼津クラブ小林氏

して活動方針が打ち出されました。来季の事業
計画作成にみんなで取り組んで行きたいと思い
ます。健康に留意して頑張っていきましょう。



委員会活動

改革委員会Aグループ  

改革委員会Bグループ  

■グループ長 勝又 隆吉

■グループ長 綾野 憲夫

改革委員会を立ち上げてもうすぐ一年となります。
序盤は足取りも鈍くスピード感が欠けていましたがお陰様で皆様のご協力により一歩前進と
着実に進んできたと思っています。余り急がずに地道にそして慎重に進めていきたいと思い
ます。協議を重ねて立派なクラブ活動を実行していいクラブにしましょう。

有効な組織イメージ

改革実践の第一歩は事業計画です。

活動内容の改革
世界中が多様性を求めています。子供さん
の趣味も好みも沢山あります。
多くの事は出来なくても少しでもいいので
私たちは努力していくべきです。
少子高齢化の世の中で子供はみんなで育て
る活動を実施していきます。

組織の改革
組織は規模によって当然ながら大きく変わります。企業でも社
員数が少ないのに部署だけが多いというのはあり得ません。よ
り効率的に行うためには関連する、そして重複するのを統合す
るべきではないかと考え検討しました。プログラム委員会とド
ライバー委員会は一つの委員会にして更に3委員会を2委員会に
統合して効率化を高めます。

学童野球 ヒップホップダンス

会費6千円・会員12名
YMCA活動の一環

ワイズメンのネットワーク

体力に見合う事業
楽しく活動できる事業

YMCAに似合う事業

いよいよ改革を形に表す時がきました。
グローリークラブの次期事業計画の策定が進
められつつありますが、それによってどのよ
うに私達が変身してゆくか、どんな絵姿にし
ていくのかを決定づける事になります。

事業計画策定に当たり次のような項目が具
体的検討対象になってきております。憶せず
に改革の第一歩を進めましょう。

何が問題でどこに進むか
チャレンジが必要です

よき伝統を継続し、環境変化に対応した改革を慎重に実行します。

条件

実行

・支援事業の整理
学童野球（縮減）、陽光の園（支援内容見直し）、YMCA合唱団（負担割合の見直し）
ダンスチーム（新規取組）

・経費の節減･･････目標 原則４割削減
・役員手当（縮減）、移動手当新設（明確化）、DBC交流費用（縮減）



■委員長 高橋敏雄

切手の収集

BF委員会  

BFとはBuilding Fellowshoip の略ですが
2022年5月にBrotherhood Fundより名称
変更になりました。
活動の目的はクラブ間の交流を深め、ワイズ運
動のリーダーを養成するための国際協会の制度
です。その活動費用は全世界のワイズメンズク
ラブ会員の参加によって、使用済みの切手を集

委員会活動

元就の「３本の矢」は結束が大事という事です。

納涼例会

めて整理して切手市場で換金する方法で拠出金を集めました。しかし現在では現金による
拠出が多くなりました。
過去にはBFの基金を使い、世界各国を回っているアメリカ人が我々の例会に参加してそ
の後、歓迎会を中田屋ホテルで行なわれ夫婦で参加しました。
私自身は英語も話せませんし、旅行もそんなに積極的には計画しない方です。従って海外
旅行をするとは考えてもいませんでしたが、DBC締結クラブの台北アルファクラブへの
訪問で台湾へ旅行をしました。飲茶も美味しく美術館でも翡翠の彫刻を見たのも記憶して
います。ワイズの信条「世界的な視野を持って、国際親善をはかろう。」という言葉が本
当に実感できました。
世界的な視野は本を読んだりネットで調べる事で身につける事も出来ますが、体験でしか
得られないものが沢山有ります。世界的視野を身に着ける為にもBＦ事業において海外交
流の支援のために、これからも使用済みの切手の収集等をこつこつと実施していきたいと
思っています。

年度末を迎え親睦委員会も評価される内容と反省すべき内容があります。継続事業であ
った親睦日帰り旅行は会員の減少に伴い事業計画から削除しなければなりませんでした。
そんな中で納涼例会とクリスマス家族例会が実行されました。会員の皆様の評価が気にな
るところですが、和気藹々が結束となり大きな力となると思います。
来季の事業計画には毎月のスマイルタイムをより楽しくするために、会員の皆さんからス
ピーチテーマを頂き会報に掲載して進めていくことを事業計画に盛り込みたいと考えてい
ます。
来季に向かって今期より更なる努力の上良い印象で皆さんの評価を得られますようにと思
っています。

BFの役割について

国際親善

■委員長 菅谷 正

親睦委員会  

和気藹々の納涼例会
クリスマス家族例会



期日 ６月２８日(水)
場所 ＫＫＲホテル
受付 小野田政弘・大瀧峰子
司会 勝又 隆吉
聖句朗読・開会の祈り 宝田 昌孝
ワイズの信条 綾野 憲夫
食前の祈り 藤間 孝夫
閉会の言葉 高橋 敏雄

■ 藤間 孝夫(92歳)

■Happy Ｂirthday
１５日 綾野憲夫さん

■Ｍenettes Happy Ｂirthday
13日  加藤(李)英順さん

■ Ｗedding Anniversary 
19日 大瀧実・大瀧峰子

熱海YMCA 俳句の会

４月句会

袖触れあうも多生の縁 会報・広報委員会 委員長大瀧実 大瀧峰子 勝又隆吉 綾野憲夫

第９回役員会報告

期日 202３年５月２日(火）

場所 静岡YMCA熱海センター

会長挨拶

5月に入り次期の事業計画を立てなければ

なりませんが、小野田次期会長のもと、協

議して進めてください。

議題
１・小野田次期会長の方針発表
２・次期6役会の日時の検討
３・富士山部第3回役員会に4名参加決定
４・創立40周年式典の開催を承認
５・DBC交流会のホストクラブとして

計画を実施する
６・改革委員会報告

１）会費の減額の決定
２）各委員会の統合
３）CS活動にヒップホップダンス

の支援を実施する
４）ドライバー出欠表の作成

以上

2023年６月例会予告

改めて自分の年齢が、いつの間にかもう90歳を超えている事に、自分
自身びっくりしている今日この頃です。小学3年の時に尋常小学校が国民
学校変わりましたが、多くの男子たちの夢は陸軍大将でした。10歳の時
に第2次世界大戦がはじまりましたが、熱海には軍事施設がなかった事か
らB29による空爆は有りませんでした。しかし、熱海は2度にわたり大
火に襲われ私の家も焼失し、学校も長い間休校となってしまいました。
卒業はしましたが働く場所もなく毎日ブラブラしている日々が続きまし
たが、そんな時に大火で被災した銀行が再建して僅か1名の行員募集が有
り、無事入行できました。やがて戦後の復興期に、脱サラブームが起こ
り私も退社しフジマ電気店を創業し今に至ります。そしてワイズ活動に
参加しYMCAを立ち上げ６０年継続してきました。(次月号に続く)

「私の引退宣言」第一弾

祝 事

■ 書記 勝又 隆吉

アピールコーナー

スピーチ風景


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

